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国際テロ防止に向けて、警察と民間で連携強化

『羽田エアポートガーデン』NBCテロ※対処合同訓練実施

住友不動産グループは、警視庁東京空港警察署と連携し、羽田空港第3ターミナル直結の商業施設

『羽田エアポートガーデン』で「NBCテロ対処合同訓練」を2022年11月24日（木）に実施いたしましたので、

お知らせいたします。

国際テロの脅威が依然として高い水準で推移する中、『羽田エアポートガーデン』の商業地区が来年

1月開業であることを踏まえ、東京国際空港周辺における国際テロ等の未然防止・防圧検挙を図るため、

東京空港警察署及び警察本部関係部署と相互の役割を確認し、民間との連携強化することを目的とし

て約100人が参加し、化学物質によるテロを想定して訓練を行いました。

住 友 不 動 産 株 式 会 社
住友不動産商業マネジメント株式会社
住友不動産ヴィラフォンテーヌ株式会社

※NBCテロとは、核兵器（nuclear weapon）、生物兵器（biological weapon）、化学兵器（chemical weapon）を用いたテロ攻撃のこと

訓練参加者による整列

羽田空港第3ターミナル

羽田エアポートガーデン

羽田空港第3ターミナル直結の立地

◆合同訓練所感／住友不動産商業マネジメント株式会社 取締役社長 山本 直人

＜本件に関する報道関係者お問い合わせ先＞

住友不動産株式会社 広報室

TEL：03-3346-1042 メール：koho@sumitomo-rd.co.jp

◆訓練講評／警視庁 東京空港警察署 池田 安夫署長

本日の訓練において、東京国際空港において等しく空港保安を担う関係機関が如何に緊密に連携し、

迅速かつ的確な対処が必要とされるかを確認できたと思います。本訓練で感じた問題点や反省点に

ついては、是非持ち帰り、課題として検証・研究していただき、今後に活かしてほしいと思います。

当施設は東京の玄関口「羽田空港」隣接という立地から国内外含めて多くの利用客を見込んでおり、

安心安全にお客様に滞在していただけるよう、継続的に警察と民間で連携を強化し十分なテロ対策

に努めてまいります。
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「羽田エアポートガーデン」NBCテロ対処合同訓練

2022年11月24日（木） 10時～11時

「羽田エアポートガーデン」1階 グランドホワイエ

東京空港警察署、NBCテロ捜査隊、東京国際空港テロ対処部隊

住友不動産株式会社、住友不動産商業マネジメント株式会社、

住友不動産ヴィラフォンテーヌ株式会社 他

計99名 （警察関係者様 20名、住友不動産グループ 79名）

羽田エアポートガーデン商業スペースにおいて、不審者が液体の入ったペットボトルを

置き去ったところを警備員が現認したことから声を掛けると、突然刃物を振り回しながら

暴れ出した。更にペットボトルの近くにいた来場者が次々と倒れだし、周囲はパニックと

なる。警備員は周囲の避難・誘導に当たるとともに、110番通報。110番により到着した警

察官と協力して不審者を制圧。続いて現場に到着した警備課指揮官が、置かれた不審

物件が有毒ガスである可能性が高いと判断、東京国際空港テロ対処部隊、及びＮＢＣテ

ロ捜査隊を要請。要請により到着した東京国際空港テロ対処部隊により、倒れている来

場者の救助、ＮＢＣ捜査隊により不審物件を対処する。

■合同訓練概要

■合同訓練の様子

施設運営責任者の挨拶
住友不動産商業マネジメント株式会社

取締役社長 山本直人

訓練講評

警視庁 東京空港警察署 池田 安夫署長

不審物周囲で人が倒れ、不審者が暴れだす

NBCテロ捜査隊による除染作業の様子

NBCテロ捜査隊による被害者救出

NBCテロ捜査隊による化学薬品回収作業

空港警察署員が不審者を制圧

賑わう商業エリアに不審者が表れる 不審者が不審物を置く様子


